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表土掘削が進行中です。 

←北山城跡表土掘削進捗状況 

北山城跡第 2 次調査の表土掘削は順

調に経過し、左図のように青の部分が

７月までに完了しております。 

 黄の部分は、青の部分をこれから詳

細に発掘調査を行った後に調査をする

予定です。 

 青は 2 箇所に分かれておりますが右

側が丘陵の上、左側が丘陵の下になり

ます。 

 

 

 

←丘陵下からみた北山城跡調査区 

 丘陵下からみた北山城跡調査区です。

ご覧の通り、丘陵上と丘陵下でかなり

の標高差があります。 

 そのため、丘陵下から上への移動は

大変です。 

 

 

 

 

←丘陵上表土掘削完了 

調査区の丘陵上部からは、朝明川を

見下ろせ、さらに天気の良い日には御

在所岳も眺望できます。ここではこれ

までの掘削で、弥生時代～古墳時代の

竪穴建物の存在が確認できました。 

 竪穴建物は複数棟みられ、集落（ム

ラ）を構成しています。昔の人々も、

こうした眺望が良い場所を意図的に選

んで、ムラをつくったのでしょう。 



←遺跡の境界線？ 

 丘陵上には北山城跡の他にも、数多

くの遺跡が展開しています。写真の右

側は北山城跡（掘削後数日経過）、左側

は中野山遺跡（掘削直後）となります。 

こうした遺跡の境界線は、実際には

不明瞭で、北山城に関する遺構や遺物

が中野山遺跡で出土したりもします。

また逆もしかりで、大きく重なってい

る場合もあり、複雑です。 

 

←丘陵下表土掘削中 

丘陵下は一部、近代以降に斜面を切

り出して盛り土がなされ、大きく改変

されていました。しかし盛り土を取り

除くと、下の黒っぽい土から須恵器や

土師器、灰釉陶器が出土しました。 

 そのためここでは古代（奈良～平安

時代）の建物跡が存在していた可能性

が考えられます。 

 

←我々の命を守るテント 

 先ほどの写真にも登場していました

が、現場では常に直射日光を受けるこ

とが多いです。そのためこうした緊急

の避難所をテントで作ることや、こま

めに水分補給・休憩を取ることを心が

けています。 

 これから、より暑くなっていきます

ので、体調管理に気をつけながら、発

掘調査を進めていきます！ 

 今後の調査の進展にご期待ください。 
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